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1. 業務目的等 

1.1. 業務目的 

北陸圏における真に暮らしやすい連接型都市圏の形成の推進調査検討業務（以下「本業務」

という。）は、北陸圏広域地方計画（案）に位置づけられている「子育て支援の充実及び女

性・高齢者や団塊世代をはじめとした誰もが暮らしやすい生活環境の形成」及び「都市と農

山漁村が共生する持続可能な連接型都市圏の形成」の具体化を図り、自立的・持続的な地域

づくりにむけて「人々をひきつける『暮らしやすさ』日本一」という北陸圏の将来像の実現

方策を検討するものである。 
 

1.2. 業務項目 

本業務では、北陸圏広域地方計画の将来像としている「人々をひきつける『暮らしやすさ』

日本一において、北陸圏の地域づくりの方向性として提示された基本的施策「誰もが暮らし

やすい生活環境の形成」、「都市と農山漁村が共生する持続可能な連接型都市圏の形成」に対

して、北陸圏の地域特性を活かした具体的な実現可能策を検討する。そのため、以下の検討

項目を設定し、調査検討を進める。なお、検討にあたっては、有識者、経済界及び行政から

なる調査検討委員会を組織し、検討を行うものとする。 
 

・関連計画・既往調査の整理 
・北陸圏の地域特性の把握 
・誰もが暮らしやすい生活環境の形成の検討 
・都市と農山漁村が共生する持続可能な連接型都市圏の形成の検討 
・今後の展開方針 
・調査検討委員会 

 

なお、本業務は、以下に示すフローに基づき実施する。 
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1.3. 業務の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 検討フロー 

 

第４章 誰もが暮らしやす
い生活環境の形成の検討 

（子育て、高齢者、外国人） 

第５章 都市と農山漁村が共生する持続可能な連接型都
市圏形成の検討 

第１章 業務目的等 

第２章 関連計画・既往調査の整理 
○過年度調査と委員意見に基づく北陸圏の「強み」の把握 

第３章 北陸圏の地域特性の把握 

3.1.地域構造の把握 

3.1.1.自治体カルテの作成 
○地域構造分析の基礎となるデータベース 

3.1.2.各種特性に関する地域構造分析 
(1)市町村特性（構造把握の基礎的知見） 
(2)市町村間のつながり（人の流動及び拠点機能の立地） 
(3)地域交通状況（時間圏、鉄道運行の変化） 
(4)地理的特性（地勢、雪等気象条件） 

3.2.各種圏域の実態把握と特性分析 
○各種圏域設定や日常行動圏等の把握により、生活圏を分析 
○圏域構成の構造的な特性の把握 

3.3.北陸圏の関連施策把握 
○関係行政機関へのヒアリングにより、関連施策の実施状況を把握 

アンケート 
○日常行動
圏の把握 

ヒアリング 
○関連重点
施策 

4.1.既往調査の整理 
○問題や既往施策の把握 

4.2.アンケート調査 
○暮らしの不安や行政等
への期待等を把握 

4.3.誰もが暮らしやすい
生活環境形成の課題 

○子育て世代や高齢者、
外国人の生活環境の充
実に向けた課題を整理 

アンケート 
○暮らしの
満足度等 

※外国人除 

アンケート 
○移動上の
課題・ニ
ーズ等 

※外国人除 

ヒアリング 
○課題等 

5.1.モデル地域の抽出
と地域実態把握 

○長岡、奥能登、魚沼の
３地域のｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 

【都市と農山漁村の共生】

5.2.都市圏形成の検討 

5.2.1.課題の整理 
○救急医療や雪害等 
○足の確保への工夫 
○日常生活ｻｰﾋﾞｽ確保

5.2.2.都市圏形成方策
○医療、雪害等への不
安のない生活モデル

○地域交通の充実 
○都市から遠隔地にお
ける日常生活の安心
生活モデルの構築 

【連接型都市圏形成】 

5.3.連接型都市圏形成 

5.3.1.強み分析 
5.3.2.新幹線開通がも

たらす効果等 
5.3.3.海外事例分析 

5.3.4.課題整理 
○分野別及び地域構造
からみた課題整理 

5.3.5.連接型都市圏形
成方策 

○海外事例による教訓
を踏まえた目指すべ
き将来像と実現方策 

第６章 今後の展開方針 

6.2.高齢者が安心して暮らすことのでき
る生活環境の実現 

○二次救急医療の高次機能強化と連携 
○県境での医療連携 

6.1.連接型都市圏の維持・発展 
 
○広域連携での生活圏の活力再生 
○新たな広域交流の創出 

アンケート
○北陸の強
み把握 

委員会① 
＜議題＞ 
○現状等 
○検討方向 

委員会② 
＜議題＞ 
○課題整理 
○方策 4.4.誰もが暮らしやすい

生活環境の形成方策 
○子育て世代や高齢者、
外国人の生活環境の形
成方策 

○共通施策の整理 


